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友
愛
時
評

▼
還
暦
の
年
ゆ
え
か
、
富
山
の

秘
湯
で
プ
チ
同
窓
会
を
や
ろ
う

と
い
う
話
に
な
り
、
北
陸
新
幹

線
に
初
め
て
乗
っ
た
。
大
宮
か

ら
乗
り
込
ん
だ
時
に
は
ほ
ぼ
満

席
で
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
収

め
る
の
に
苦
労
し
た
。
一
息
つ

い
て
客
車
内
を
見
渡
す
と
、
巨

大
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
い
く
つ

か
荷
物
棚
に
載
っ
て
い
る
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
２
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
よ
う
な
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

が
座
席
３
列
分
の
棚
を
占
拠
し

て
い
る
。
女
性
の
車
掌
さ
ん
が

誰
の
も
の
か
英
語
で
聞
き
な
が

ら
通
路
を
行
き
来
し
、
全
て
を

ど
こ
か
に
移
動
さ
せ
る
ま
で
２

駅
以
上
か
か
っ
て
い
た
。
▼
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
の
巨
大
で

多
過
ぎ
る
荷
物
の
問
題
は
、
東

海
道
新
幹
線
で
は
指
摘
さ
れ
て

久
し
い
が
、
相
変
わ
ら
ず
現
場

対
応
に
任
さ
れ
て
い
る
。
日
本

の
文
化
や
マ
ナ
ー
を
多
言
語
で

啓
発
す
る
取
り
組
み
も
為
さ
れ

て
い
る
が
、
真
面
目
に
予
習
し

て
か
ら
旅
行
す
る
タ
イ
プ
は
少

数
派
だ
ろ
う
。
▼
現
在
で
は
改

善
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
外
国
運

転
免
許
か
ら
国
内
免
許
へ
の
切

替
の
実
際
を
知
っ
た
時
に
は
唖

然
と
し
た
。
住
所
は
ホ
テ
ル
で

も
よ
く
、
学
科
試
験
が
イ
ラ
ス

ト
十
問
だ
け
と
い
う
、
日
本
で

の
免
許
取
得
要
件
と
の
無
茶
苦

茶
な
格
差
に
警
察
内
部
で
な
ぜ

誰
も
異
論
を
唱
え
な
か
っ
た
の

か
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
相
続
税

な
ど
の
税
制
、
健
康
保
険
、
免

税
制
度
な
ど
日
本
人
の「
常
識
」

を
前
提
と
し
た
法
や
社
会
の
制

度
は
数
多
い
。
在
留
外
国
人
が

３
％
を
超
え
た
現
在
、
そ
の
適

正
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

高
市
政
権
の
腕
の
見
せ
所
で
あ

ろ
う
。
▼
良
く
も
悪
く
も
日
本

で
は
法
律
や
規
則
で
ガ
チ
ガ
チ

に
決
め
る
こ
と
を
嫌
う
国
民
性

が
あ
る
と
思
う
が
、そ
の
結
果
、

現
実
と
の
乖
離
が
広
が
る
と
不

満
が
た
ま
っ
て
し
ま
う
。
排
外

主
義
の
跋
扈
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
錆
び
付
い
た
法
や
制
度
は

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
方
が
い

い
。�

（
ヒ
ゲ
）

第第
4545
回
通
常
理
事
会
開
催

回
通
常
理
事
会
開
催

次
年
度
事
業
概
要
を
承
認　

各
事
業
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

次
年
度
事
業
概
要
を
承
認　

各
事
業
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

　
　
　
　
　
　

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
企
画
の
事
業
を
実
施
・
次
代
へ
の
継
承
を
見
据
え
て

　
　
　
　
　
　

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
企
画
の
事
業
を
実
施
・
次
代
へ
の
継
承
を
見
据
え
て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
支
援
事
業
・
堆
肥
づ
く
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
支
援
事
業
・
堆
肥
づ
く
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成

事
業
予
算
書
の
フ
ォ
ー
ム
を
変
更
、前
年
度
分
、実
績
も
併
せ
て
表
記
の
形
式
に

事
業
予
算
書
の
フ
ォ
ー
ム
を
変
更
、前
年
度
分
、実
績
も
併
せ
て
表
記
の
形
式
に

　

第
45
回
通
常
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
年
度
（
２
０
２
６
年
度
）
に
向
け
て
の
新
た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ

た
。
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
国
内
で
の
開
催
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
業
支
援
事
業
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
・

受
入
事
業
の
継
続
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
企
画
す
る
普
及
・
啓
発
事
業
な
ど
、
新
た
な
展
開
が
提
案
さ
れ
、
熱
心
な
協
議
が
続
い
た
。

次
回
理
事
会
に
お
い
て
、
今
回
の
協
議
内
容
を
盛
り
込
み
、
事
業
計
画
・
事
業
予
算
の
承
認
に
あ
た
る
旨
が
確
認
さ
れ
た
。

　

２
０
２
６
年
２
月
13
日（
金
）

第
45
回
通
常
理
事
会
が
友
愛
サ

ロ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次

年
度
事
業
計
画
、
事
業
予
算
の

詳
細
が
議
論
さ
れ
た
。
事
業
予

算
、
事
業
計
画
と
も
次
回
理
事

会
で
承
認
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。

理
事
長
挨
拶

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
財
団

の
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
、
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、

高
市
旋
風
が
吹
き
荒
れ
た
中
で

自
民
党
が
大
勝
い
た
し
ま
し

た
。
新
し
い
政
権
が
発
足
し
、

こ
れ
か
ら
の
国
会
の
運
営
を
し

っ
か
り
と
見
極
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
国
の
将
来

を
「
友
愛
」
の
方
向
に
導
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
参
集
の

皆
様
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
を

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

１　

報
告
事
項

　

議
長
か
ら
の
指
名
を
受
け
、

羽
中
田
事
務
局
長
が
、
庶
務
・

経
理
関
連
の
報
告
を
し
た
。

　

機
関
紙
『
友
愛
』
が
５
月
に

６
０
０
号
と
な
る
こ
と
か
ら
、

読
者
及
び
理
事
・
監
事
に
も
原

稿
を
執
筆
い
た
だ
き
た
い
旨
の

依
頼
が
あ
っ
た
。

　

各
担
当
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

一
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
へ
の
派
遣

・
受
入
事
業
／
西
川
理
事

　

３
月
５
日
（
木
）
～
３
月
16

日
（
月
）
の
日
程
で
８
名
の
派

遣
が
実
施
さ
れ
。
そ
れ
に
向
け

て
昨
年
12
月
13
日
（
土
）
事
前

勉
強
会
・
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉
強

会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉
強
会

は
、 

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

新
藤　

健
一
先
生
を
迎
え

「
写
真
か
ら
見
る
現
在
の
平
和

と
は
」
の
視
点
か
ら
、
豊
富
な

資
料
を
基
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

受
入
事
業
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
６
年
度
12
名
（
エ
ヤ
ッ
プ

ス
タ
ッ
フ
含
む
）
の
学
生
を
受

け
入
れ
、
広
島
な
ど
平
和
に
関

す
る
勉
強
を
中
心
に
実
施
さ
れ

る
。
日
程
は
、
８
月
22
日（
土
）

～
９
月
3
日
（
木
）
を
予
定
し

て
い
る
。
ア
テ
ン
ド
を
「
友
愛

ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
」
に
依
頼

予
定
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

二
、
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
事
業
／
撹
上
理
事

　

２
月
28
日
（
土
）
鳩
山
会
館

に
て
「
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
と
千
代

田
教
育
グ
ル
ー
プ
留
学
生
の
多

文
化
交
流
会
」
が
実
施
予
定
で

あ
る
こ
と
、（
詳
細
二
面
）次
年

度
事
業
と
し
て
、
戸
澤
評
議
員

の
紹
介
で
ソ
ウ
ル
の
国
民
大
学

校
で
の
実
施
を
検
討
す
る
旨
が

報
告
さ
れ
た
。

　

三
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指
導

者
育
成
事
業
／
井
田
理
事

　

堆
肥
づ
く
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

が
完
成
し
、
配
布
方
法
を
探
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

昨
年
12
月
23
日
に
鳩
山
紀
一

郎
理
事
の
ご
紹
介
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
担
当
部
署
の
方
々
と
面
談

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
荷
物
と
し
て

送
付
す
る
こ
と
を
依
頼
、
年
度

内
に
答
え
を
頂
く
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
友
愛
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
問
い
合
わ
せ
を
活
用
し
、

意
見
、
質
問
を
受
け
付
け
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
旨
が
、

加
え
ら
れ
た
。

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
日
本
語
版
を

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
）

２　

協
議
事
項

　

羽
中
田
事
務
局
長
よ
り
、

一
、
２
０
２
６
年
度
事
業
計
画

案
、
二
、
予
算
案
説
明
が
あ
っ

た
。

　

一
、
事
業
計
画

　

１
、
国
際
交
流
事
業
、
表
彰

事
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り

実
施
し
て
い
く
。

　

２
、
普
及
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
主
体

で
実
施
す
る
普
及
啓
発
活
動

「
友
愛
平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
仮
称
）」
を
新
た
に
実
施
す

る
。

　

後
藤
理
事
が
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

二
、
事
業
予
算

　

１
、
２
０
２
６
年
度
予
算
書

に
つ
い
て
は
、今
年
度（
２
０
２

６
年
度
）
か
ら
フ
ォ
ー
ム
を
変

更
し
、
前
年
度
分
及
び
実
績
を

併
記
し
た
形
式
に
変
更
し
た
。

　

２
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
受
入
事
業

は
、
２
年
に
一
度
の
事
業
で
あ

り
、
事
業
実
施
の
な
い
年
度
に

お
い
て
は
予
算
計
上
し
な
い
方

法
を
採
る
こ
と
と
し
た
。

　

以
上
の
報
告
、
説
明
を
終

え
、
次
回
理
事
会
（
３
月
19
日

開
催
第
46
回
通
常
理
事
会
）
に

お
い
て
、
次
年
度
事
業
計
画
、

事
業
予
算
の
承
認
を
行
う
旨
が

議
長
よ
り
告
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
以
て
第
45
回
通
常
理

事
会
は
８
時
に
終
了
し
た
。

　

出
席
者

　

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
・
谷
藤

悦
史
理
事
・
攪
上
哲
夫
理
事 

・ 

芳
賀
大
輔
理
事
・
井
田
安
信
理

事
・ 

西
川
伸
起
理
事
・
小
林
正

枝
理
事
・
後
藤
大
智
理
事
・ 

海

方　

亨
監
事

財
団
友
愛
の
運
営
に
つ
い
て
真
摯
に
取

り
組
み
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る

静
岡
県
清
水
市
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
紅
一
点
。
小
林
正
枝
理
事

各
事
業
の
要
に
、
鋭
い
切
り
口
で
迫
る

ご
意
見
番
。
芳
賀
大
輔
理
事

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
代
表
と
し
て
も
活

躍
。
新
事
業
を
担
当
。
後
藤
大
智
理
事

小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
時
に
は
意
外

な
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
。
攪
上
哲
夫
理
事

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
活
躍
を
評
価
。
こ
れ

か
ら
の
発
展
に
期
待　

谷
藤
悦
史
理
事

ミ
ャ
ン
マ
ー
事
業
担
当
。
事
務
局
で
も

活
躍
。
井
田
安
信
理
事

経
理
関
係
の
み
な
ら
ず
、
運
営
全
般
に

目
を
配
っ
て
く
だ
さ
る
海
方　

亨
監
事

理
事
各
位
の
協
力
に
感
謝
の
言
葉
を
交

え
て
挨
拶
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
派
遣
、
受
入
担
当
。
若

人
と
の
交
流
に
熱
意
。
西
川
伸
起
理
事
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「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

鳩
山
会
館
に
て
開
催

鳩
山
会
館
に
て
開
催    

美
し
い
建
物
に
歓
声

美
し
い
建
物
に
歓
声

国
際
色
豊
か
な
在
学
生
と
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
で
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

国
際
色
豊
か
な
在
学
生
と
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
で
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
は「
日
本
で
感
じ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」

テ
ー
マ
は「
日
本
で
感
じ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

２
月
28
日
（
土
）
千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ
の
各
学
校
で
学
ぶ
留
学
生
を
対
象
に
「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
と
留
学
生
と
の
交
流
・
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
実
施
。
鳩
山
会
館
を
見
学
し

た
い
と
の
要
望
に
応
え
て
「
鳩
山
会
館
」
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
は
、
ス
ピ
ー
チ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

進
行
、
鳩
山
会
館
案
内
と
多
方
面
で
活
躍
し
た
。
意
見
交
換
も
活
発
に
行
わ
れ
、
充
実
し
た
交
流
の
時
間
が
も
た
れ
た
。
友
愛
ユ
ニ

オ
ン
メ
ン
バ
ー
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

多
様
化
し
、
言
語
を
学
び
続
け

る
こ
と
の
意
味
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
様
に
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
今
回
の
交

流
を
通
じ
て
自
分
の
考
え
や
想

い
を
自
分
の
言
葉
に
し
て
相
手

に
伝
え
る
営
み
か
ら
生
ま
れ
る

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
改
め
て
感

じ
、
こ
の
楽
し
さ
や
面
白
さ

が
、
今
後
も
様
々
な
人
が
言
語

を
学
び
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
環

と
し
て
、「
日
本
に
来
て
感
じ

た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
千
代
田
教
育
グ

ル
ー
プ
の
留
学
生
た
ち
と
テ
ー

ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

　

参
加
者
は
中
国
か
ら
の
留
学

生
が
多
か
っ
た
が
、
私
が
参
加

し
た
テ
ー
ブ
ル
は
中
国
や
ベ
ト

ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
と
い
っ
た
複

数
の
国
か
ら
の
留
学
生
か
ら
な

り
、
日
本
と
出
身
国
、
だ
け
で

な
く
、
留
学
生
の
出
身
国
同
士

の
違
い
に
つ
い
て
話
す
場
面
も

生
ま
れ
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
中
国
や

ベ
ト
ナ
ム
で
は
昼
寝
の
習
慣
が

あ
る
と
い
う
話
題
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
学
校
や
職
場
と
い
っ

た
公
の
場
で
昼
寝
を
す
る
習
慣

は
な
い
が
、
彼
ら
の
国
で
は
公

の
場
で
も
昼
食
後
に
長
め
の
休

憩
を
取
り
昼
寝
を
す
る
文
化
が

あ
る
と
聞
き
、
と
て
も
興
味
深

く
感
じ
た
。
日
常
生
活
の
中
の

小
さ
な
習
慣
で
あ
っ
て
も
、
国

に
よ
っ
て
当
た
り
前
が
異
な
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

　

千
代
田
国
際
学
院
の
皆
さ

ん
、
千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
学
ん

で
い
る
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

友
愛Foundation

の
鳩
山

由
紀
夫
で
す
。

　

今
日
は
皆
さ
ん
と
、
友
愛
の

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
会
と
の
こ

と
で
、
若
者
同
士
の
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
鳩
山
会
館
に
お
い

で
く
だ
さ
っ
た
の
に
、
参
加
で

き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

鳩
山
会
館
は
、
私
が
幼
少
の

頃
を
過
ご
し
た
思
い
出
の
場
所

で
す
。

　

弟
の
邦
夫
と
庭
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て
絵
に
穴
を
あ
け

　

こ
の
よ
う
に
各
国
の
文
化
に

つ
い
て
紹
介
し
あ
う
中
で
、
同

じ
話
題
に
つ
い
て
も
受
け
止
め

方
や
考
え
方
が
異
な
っ
た
。
こ

う
し
た
対
話
を
通
じ
て
、
文
化

と
は
単
に
差
異
を
比
較
す
る
だ

け
で
な
く
、
持
ち
寄
り
、
理
解

し
あ
う
過
程
の
中
で
新
た
な
形

が
生
ま
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と

思
っ
た
。
国
際
交
流
の
意
義
の

ひ
と
つ
は
、
こ
う
し
た
交
流
を

通
じ
て
文
化
の
差
異
を
認
識
す

る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
出
発

点
と
し
て
新
た
な
価
値
観
や
文

化
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
点
に
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
発

表
の
場
面
も
印
象
深
か
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し

た
留
学
生
た
ち
が
、
大
勢
の
前

で
日
本
語
で
話
す
こ
と
に
慣
れ

て
い
な
い
様
子
で
あ
り
な
が
ら

も
、
人
任
せ
に
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
よ
う

と
言
葉
を
選
び
な
が
ら
発
表
し

て
い
た
。
そ
の
姿
か
ら
、
自
分

の
考
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意

志
を
感
じ
、
国
や
言
語
の
違
い

を
超
え
て
交
流
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
。

　

今
後
も
、
国
際
交
流
や
相
互

理
解
と
い
っ
た
営
み
を
こ
う
し

た
特
別
な
場
の
も
の
と
思
わ

ず
、
日
常
の
小
さ
な
対
話
を
通

じ
て
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
点

に
、
日
本
で
の
生
活
や
日
本
人

と
友
達
に
な
る
方
法
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
経
験
が
交
わ
さ
れ
る

な
か
で
、
日
本
人
と
友
達
に
な

て
し
ま
っ
た
り
、
貴
重
な
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
や
ん
ち
ゃ
時
代
を
過
ご

し
た
場
所
で
す
。

　

庭
の
バ
ラ
の
茂
み
に
ボ
ー
ル

が
入
っ
て
し
ま
う
と
、
バ
ラ
の

棘
に
刺
さ
れ
な
が
ら
、
ボ
ー
ル

を
取
り
に
行
く
の
は
、
い
つ
も

私
の
役
目
で
し
た
。

　

今
の
時
期
は
バ
ラ
が
咲
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
5
月
、
そ
し
て

10
月
に
は
、
世
界
中
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
バ
ラ
が
沢
山
咲
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
そ
の
頃
に
で
も
ま

た
鳩
山
会
館
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
バ
ラ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

友
愛
の
理
念
を
大
切
に
、
こ

れ
を
広
め
よ
う
と
尽
力
し
た
祖

父
鳩
山
一
郎
が
好
き
だ
っ
た
バ

ラ
「
ピ
ー
ス
」
も
庭
の
数
カ
所

に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非

皆
さ
ん
に
鳩
山
一
郎
の
思
い
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

日
本
に
い
ら
し
て
日
本
語
を

学
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
言
葉
を
超
え
て
平
和
を

繋
ぐ
大
事
な
懸
け
橋
と
な
る

方
々
で
す
。
今
後
の
ご
活
躍
に

大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。

　

今
日
は
友
愛
の
若
手
メ
ン
バ

ー
「
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
」
と
の
交

流
を
通
し
て
、
次
世
代
の
皆
さ

ん
が
描
く
平
和
の
姿
を
探
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

今
回
の
千
代
田
国
際
語
学
院

の
学
生
の
方
々
と
の
交
流
は
、

言
語
や
文
化
の
違
い
を
超
え
た

相
互
理
解
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
私
が
お
話
し
さ
せ
て
頂
い

た
グ
ル
ー
プ
の
方
は
、
ま
だ
日

本
語
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の

方
も
多
く
、
中
国
語
も
交
え
、

中
国
語
で
会
話
し
た
内
容
は
日

本
語
勉
強
歴
が
長
い
方
に
ま
と

め
て
翻
訳
し
て
い
た
だ
き
つ

つ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

日
本
に
来
て
感
じ
た
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
会

話
し
ま
し
た
が
、
互
い
に
考
え

や
想
い
を
自
身
の
言
語
で
は
完

全
に
伝
え
ら
れ
な
い
中
で
も
、

お
互
い
が
相
手
を
理
解
し
よ
う

と
会
話
を
続
け
る
こ
と
で
、
共

通
点
を
見
つ
け
た
り
、
新
し
い

発
見
を
し
た
り
、
相
手
の
伝
え

た
い
こ
と
が
理
解
で
き
た
と
き

の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

様
々
な
違
い
を
乗
り
越
え

て
、
お
互
い
を
理
解
す
る
に

は
、
時
に
お
互
い
の
こ
と
が
分

か
ら
な
い
状
況
を
受
け
入
れ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

続
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
言
語
や

文
化
の
違
い
を
超
え
た
交
流
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
と
の

日
常
の
会
話
に
も
共
通
し
て
い

る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

個
人
が
お
か
れ
る
状
況
は

日
々
の
生
活
や
社
会
情
勢
の
中

で
刻
々
と
変
化
し
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
辛
抱
強
く
お
互
い
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
営
み
を
今

後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
様
々
な
便
利

な
翻
訳
ツ
ー
ル
が
増
え
、
言
語

を
習
得
し
な
く
と
も
お
互
い
の

考
え
や
思
い
を
伝
え
る
手
段
は

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
挨
拶

（
撹
上
哲
夫
理
事
代
読
）

挨
拶
は
苦
手
で
す
と
言
い
な
が
ら
、
素

敵
な
笑
顔
で
、
こ
の
交
流
会
の
意
義
を

話
し
て
く
だ
さ
っ
た　

栗
田
秀
子
会
長

本
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機
会

で
す
。
こ
の
交
流
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
と
挨
拶　

森
田
浩
樹
学
院
長

本
事
業
担
当
／
攪
上
哲
夫
理
事　

活
発

な
意
見
交
換
、
友
情
を
育
む
、
皆
さ
ん

に
期
待
し
ま
す
と
挨
拶

司
会
進
行
担
当
／
後
藤
代
智
理
事　

よ

ど
み
な
い
司
会
進
行
ぶ
り
は
、
定
評
が

あ
る
。
頼
も
し
い
若
手
代
表
理
事
だ

言
語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

森
﨑　

桃
子

人
と
の「
距
離
感
」

土
屋　

京
香

こ
の
先
の
文
化
を

　

考
え
る
こ
と

藤
田　

脩
椰
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こ
の
経
験
は
、
単
に
異
文
化

の
違
い
を
知
る
機
会
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
違
い
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
、
受
け
止
め
る
べ
き

な
の
か
を
考
え
る
契
機
と
な
っ

た
。

　

「
日
本
に
来
て
感
じ
た
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
も
と
に
、
私
た
ち
の
テ

ー
ブ
ル
で
は
、
人
生
を
「
学
生

時
代
」「
社
会
人
時
代
」「
引
退

後
」
と
い
う
三
つ
の
時
間
軸
に

分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を

「
仕
事
」
と
「
私
生
活
」
の
側

面
か
ら
考
え
る
と
い
う
枠
組
み

を
用
い
た
。

　

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
日
常

生
活
の
違
い
を
挙
げ
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の

価
値
観
や
人
間
関
係
の
あ
り
方

る
難
し
さ
と
し
て
「
距
離
感
」

が
あ
る
と
、グ
ル
ー
プ
の
留
学
生

が
満
場
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
（
近
接
空

間
学
）
を
提
唱
し
た
エ
ド
ワ
ー

ド
・
Ｔ
・
ホ
ー
ル
は
、
文
化
に

よ
っ
て
人
が
と
る
距
離
は
異
な

る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る
人
が
同
僚
に

対
し
て
と
る
距
離
は
、
別
の
人

に
と
っ
て
は
家
族
や
恋
人
に
対

し
て
と
る
距
離
で
あ
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
齟
齬
が
摩

擦
を
生
ん
で
し
ま
う
と
い
う
の

で
す
。
相
手
と
の
距
離
は
非
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も

含
ま
れ
、
発
せ
ら
れ
た
言
葉
と

同
様
に
受
け
手
に
伝
わ
る
た

が
、
人
々
の
生
き
方
に
ど
の
よ

う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
多

角
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
あ
る
留
学
生
が
日
本
の
定

年
年
齢
の
引
き
上
げ
が
進
ん
で

い
る
こ
と
に
言
及
し
た
際
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
そ

の
状
況
に
つ
い
て
「
ど
の
よ
う

に
改
善
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
別
の

留
学
生
が
「
そ
う
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ

て
く
れ
た
。

　

話
を
聞
き
進
め
て
い
く
と
、

私
は
七
十
歳
ま
で
働
く
こ
と
を

「
働
か
さ
れ
る
」
と
い
う
問
題

と
し
て
捉
え
て
い
た
の
に
対

し
、
そ
の
留
学
生
は「
働
け
る
」

機
会
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
や
り
取
り
か
ら
、
客
観

的
に
は
同
じ
状
況
に
直
面
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
受
け
止

め
方
は
異
な
る
文
化
的
背
景
を

持
つ
人
同
士
の
間
で
異
な
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
主
観

的
な
世
界
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
い
る
存
在
で
あ
り
、
自
分
の

理
解
だ
け
で
相
手
を
捉
え
よ
う

と
す
れ
ば
、
互
い
の
認
識
は
す

れ
違
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
互
い
の
主
観
的
な
理
解
を

言
葉
に
し
て
交
わ
し
、
理
解
可

能
な
形
へ
と
組
み
替
え
て
い
く

「
対
話
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が

不
可
欠
な
の
だ
と
感
じ
た
。

　

そ
し
て
、
国
家
間
関
係
の
緊

張
が
高
ま
る
場
面
も
少
な
く
な

い
現
代
に
生
き
る
一
員
と
し

て
、
そ
の
状
況
を
個
人
同
士
の

理
解
を
妨
げ
る
障
壁
と
す
る
の

で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
て
つ

な
が
る
草
の
根
の
交
流
の
担
い

手
で
あ
り
続
け
た
い
と
の
覚
悟

を
改
め
て
胸
に
刻
ん
だ
。

め
、
実
は
「
距
離
感
」
と
い
う

も
の
は
非
常
に
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
い
と
こ
の
祖
母
は
中
国

人
な
の
で
す
が
、
初
め
て
お
会

い
し
た
際
、
親
戚
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
気
づ
け
ば
私
は
そ
の

方
と
腕
を
組
ん
で
歩
い
て
い
ま

し
た
。
日
本
人
の
場
合
、
親
戚

で
あ
っ
て
も
初
対
面
か
つ
大
人

同
士
で
あ
れ
ば
、
な
か
な
か
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
中
国
で
は
家
族
や
友

達
と
の
親
し
さ
が
、
実
際
に
目

に
見
え
る
形
で
表
現
さ
れ
る
の

で
す
。

　

東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
根
底

に
共
通
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

表
面
的
な
違
い
が
理
解
さ
れ
に

く
か
っ
た
り
、
違
い
が
浮
き
彫

り
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
共
通
性

が
見
え
に
く
か
っ
た
り
す
る
と

思
い
ま
す
。
留
学
生
か
ら
は
、

「
距
離
感
」
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
認
識
し
、

そ
の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
日
本
人
と
友
達
に
な
り
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
相
手
を

尊
重
し
た
い
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。

　

今
日
の
交
流
会
を
通
し
て
、

目
に
見
え
ず
言
葉
で
は
説
明
し

づ
ら
い
違
い
は
、
確
実
に
異
な

る
文
化
の
間
に
立
ち
は
だ
か
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
相
手
を
わ
か
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
や
相
手
を
尊
重
す
る
行

動
、
そ
し
て
対
話
を
重
ね
る
努

力
が
、「
違
い
を
完
全
に
理
解

す
る
こ
と
」で
は
な
く
、「
多
種

多
様
な
違
い
を
乗
り
越
え
る
こ

と
」
に
つ
な
が
る
の
だ
と
発
見

し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
お
日
様
が

鳩
山
会
館
を
照
ら
し
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
る
二
月
末
の

日
、
千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ
の

学
生
ら
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ

た
。

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
／
土
屋
京
香

さ
ん
が
参
加
し
た
テ
ー
ブ
ル

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
／
森
﨑
桃
子

さ
ん
の
担
当
し
た
テ
ー
ブ
ル

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
／
藤
田
脩
椰

さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
は
国
際
色
豊
か

大
き
く
育
っ
た
鯉
を
眺
め
て
、
驚
き
の

様
子
。和
夫
先
生
と
春
子
先
生
の
像
が
、

優
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た

旧
家
屋
に
も
興
味
を
示
し
、
是
非
見
た

い
と
庭
の
奥
へ
。
古
い
日
本
家
屋
は
な

か
な
か
見
る
機
会
が
無
い
か
ら
と

鳩
山
会
館
内
の
見
学
は
、
興
味
津
々
で

全
員
参
加
。
薫
先
生
の
部
屋
で
偉
業
に

感
心
し
て
見
入
る
栗
田
会
長

暖
か
い
日
差
し
の
中
、
思
い
思
い
に
庭

を
見
学
。
バ
ラ
の
咲
く
頃
に
是
非
も
う

一
度
訪
れ
た
い
と
口
を
揃
え
て
い
た

後
藤
理
事
の
進
行
で
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン

メ
ン
バ
ー
が
ス
ピ
ー
チ
に
立
っ
た
。
全

員
笑
顔
で
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
の
参
加
者
。
左
か

ら
森
﨑
桃
子
さ
ん
、巳
上
小
楽
咲
さ
ん
、

藤
田
脩
椰
さ
ん
、
土
屋
京
香
さ
ん

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
／
巳
上
小
楽

咲
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
に
替
わ
り
、

西
川
理
事
も
加
わ
っ
て
意
見
交
換

会
場
は
和
や
か
さ
の
中
に
も
熱
気
が
溢

れ
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
楽
し
そ
う
に

討
論
を
交
わ
し
て
い
た

「
働
か
さ
れ
る
」と

　
　
　
　「
働
け
る
」

巳
上　

小
楽
咲

自らの言葉で、想いを、意見を伝える留学生のみなさん　個性豊かな話題が
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編
集
後
記

◆
あ
の
暑
か
っ
た
夏
の
感
覚
が

幻
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
冬

の
寒
さ
で
し
た
。
季
節
外
れ
の

雪
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
確
実

に
春
は
近
づ
い
て
い
ま
す
。
日

毎
に
伸
び
る
日
脚
、
空
の
青
色

の
濃
さ
、
河
津
桜
を
始
め
と
す

る
早
咲
き
の
桜
の
便
り
、
ラ
ン

ド
セ
ル
売
り
場
の
登
場
、
色
々

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

特
有
の
行
事
な
ど
も
あ
り
ま
す

ね
。
皆
さ
ん
も
独
自
の
目
線
で

春
の
訪
れ
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
楽
し
い
で
す
よ
。�（
も
）

＊今回の機関紙には年会費の振り込み用紙を同
封しております。これは2025年度分の振込用紙
で、現在入金の確認ができない方にお届けして
おります。公益財団法人友愛は皆さまからの会
費（寄付）で運営されています。ご協力をお願
い申し上げます。誤って封入された場合はご容
赦ください。
＊ 4月 1日以降のご入金は2026年度会費として
お取り扱いさせていただきます。
＊ご不明な点は事務局までお問い合せください。

2025年度年会費納入のお願い

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
元
気
に
出
発

総
勢
8
名
の
パ
ワ
ー
と
迫
力

　

３
月
５
日
（
木
）
２
０
２
５

年
度
の
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
が

羽
田
空
港
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
に
向

け
て
出
発
し
た
。
今
回
は
例
年

よ
り
２
名
多
い
８
名
の
構
成
と

な
っ
た
。

　

帰
国
す
る
３
月
16
日
ま
で
の

約
10
日
間
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
難

民
施
設
を
見
学
し
た
り
、
直
接

関
係
者
と
の
交
流
を
行
っ
た
り

詳しくははこちらにアクセス
してご確認ください

と
、
学
習
メ
ニ
ュ
ー
も
た
っ
ぷ

り
。
ま
た
、
国
連
機
関
訪
問
、

日
本
大
使
館
訪
問
な
ど
貴
重
な

体
験
も
準
備
さ
れ
て
い
る
。
研

修
を
続
け
て
き
た
８
人
の
仲

間
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
完
璧
。

12
日
間
の
研
修
に
期
待
と
希
望

で
胸
が
ふ
く
ら
む
。
担
当
の
西

川
理
事
は
「
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
何
よ
り
安
全
に
」

と
笑
顔
で
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

全
員
揃
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
「
友
愛
」
を

表
現
す
る
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
。

写
真
後
列
左
か
ら　

唐
祺
東
さ
ん
（
団

長
）
佐
藤
廉
太
郎
さ
ん
、
森
澤
茉
由
さ

ん
、
土
屋
京
香
さ
ん
、
前
列
左
か
ら
渡

邉
咲
耶
さ
ん
、
田
口
郁
子
さ
ん
、
伊
藤

里
彩
さ
ん
、
豊
田
万
葉
さ
ん

空
港
の
会
議
室
で
、
最
後
の
レ
ク
チ
ャ

ー
を
受
け
る
派
遣
員
８
名
。
担
当
の
西

川
理
事
は
「
と
も
か
く
安
全
に
」
と

２
０
２
６
年
度

２
０
２
６
年
度  

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

舞
台
は
世
界
！

舞
台
は
世
界
！  

飛
翔
！

飛
翔
！  

跳
躍
！

跳
躍
！  

チ
ャ
ン
ス
を
掴
め
！

チ
ャ
ン
ス
を
掴
め
！

世界に飛び出して活動！　新しい体験を！

　

内
閣
府
が
実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業
の
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。

　

本
財
団
で
も
こ
の
事
業
の
推
進
に
協
力
し
、
毎
年
機
関
紙
『
友
愛
』
紙
上
で
、
募
集
案
内
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
場
所
も
内
容
も
異
な
る
４
つ
の
事
業
が
企

画
さ
れ
て
い
る
。
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
各
事
業
の
詳
細
、
日
程
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
是
非
、
貴
重
な
体
験
を
目
指

し
て
新
た
な
世
界
に
飛
び
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
友
愛
の
理
念
を
掲
げ
て
世
界
に
挑
戦
で
す
。
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